
利用者 0 名 利用者家族 1 名 地域代表者(民生委員含む） 2 名
市職員 1 名 1 名 薬剤師 1 名
事業所 2 名

1月

2月 入居者9名　（女性7名　男性2名）　平均介護度　2.8
介護度別利用者数については別紙参照

2、　行事 1月 施設内レク　お正月向けで福笑い・双六を行う。　お正月の初笑いとして、各入居者様が

　 スタッフと共に作った双六を行い、升目には歌を唄うや手拍子をする等を作り嚥下機能
　

2月
　

令和3年2月6日に転倒し、右大腿骨転子部骨折の既往歴あり。その後、車椅子にて対応を行っていた。
令和4年、ブレーキを外した状態やフットレストを下げた状態で車椅子に移乗したり、車椅子を使用せず
居室のベッドからホールへ移動するといった行動が増える。本人にブレーキをすることやフットレストを

行っている。

現在、身体拘束を行っている入居者様はいません。　　介護度3　入居者様

や運動機能を楽しみながらやられていた。

～外　福は～内」　日頃なかなか出さない大声で叫ばれていた。その後甘納豆を召し上がる。

3、身体拘束について

上げてほしいと声かけは行うが理解が出来ず、その都度職員が見守りや介助に入り対応している。
そのため、転倒リスクがありご家族様にもＹ字帯使用の話もしてあるが、現在は見守りで対応を

特にご意見、ご質問等はありませんでした。
　　包括より 特にご意見、ご質問等はありませんでした。

特にご意見、ご質問等はありませんでした。
特にご意見、ご質問等はありませんでした。

4、その他

　　　　　　　　　　　　　　

　　家族代表より 特にご意見、ご質問等はありませんでした。
　　民生委員より

　　薬剤師より

運営推進会議開催報告書
事業所名　グループホームねこの手

開催日時　令和　4年 3月24日（木）　１３時３０分～１４時0０分　

会　　議　　録

施設内レク　節分　　大きく口を開けた鬼の箱をめがけ豆まきを行う。豆は甘納豆を代用し「鬼は

介護度別利用者数については別紙参照

参　加　者

地域包括支援センター職員

議題
1、 入居者状況報告

入居者9名　（女性7名　男性2名）　平均介護度　2.8

目隠しをし、勘を働かせて挑戦される。それぞれに出来上がった顔を見ては大笑いされる。

　　市職員より

次回の推進会議は令和4年5月２6日（木）を予定しております。


